
平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報

第
一
条
中
第
七
十
三
項
を
第
八
十
三
項
と
し
、
第
七
十
二
項
を
第
八
十
二
項
と
し
、第
七
十
一
項
を
第
八
十
項
と
し
、

同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

81

法
別
表
第
一
の
六
十
七
の
二
の
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律（
昭

和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
一
条
の
職
業
指
導
等
の
実
施
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
と
す
る
。

第
一
条
第
七
十
項
中
第
三
号
を
第
八
号
と
し
、
第
二
号
を
第
七
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

百
四
十
一
号
）」を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

一

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
五
条
の
六
第
一
項
の
求
職
の
申
込
み
の
受
理
に
係
る

事
実
に
つ
い
て
の
審
査

二

職
業
安
定
法
第
五
条
の
六
第
二
項
の
試
問
及
び
技
能
の
検
査
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査

三

職
業
安
定
法
第
十
九
条
の
公
共
職
業
訓
練
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査

四

職
業
安
定
法
第
二
十
三
条
の
適
性
検
査
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
職
業
安
定
法
第
五
条
第
三
号
の
職
業
紹
介
又
は
同
条
第
五
号
の
職
業
指
導
に

係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査

第
一
条
中
第
七
十
項
を
第
七
十
九
項
と
し
、
第
六
十
九
項
を
第
七
十
八
項
と
し
、第
六
十
八
項
を
第
七
十
七
項
と
し
、

同
条
第
六
十
七
項
第
二
号
中
「
申
出
若
し
く
は
届
出
の
受
理
」
を
「
請
求
等
（
請
求
、
申
請
、届
出
又
は
報
告
を
い
う
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
受
理
」
に
、「
そ
の
申
出
若
し
く
は
届
出
に
係
る
事
実
」
を
「
そ
の
請
求
等
に
係
る
事

実
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
の
う
ち
」
の
下
に
「
障
害
特
別
年
金
、
遺
族
特
別
年
金
、
傷

病
特
別
年
金
若
し
く
は
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
中
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
二
条
の
八
第
三
項
の
傷
病
補
償
年
金
若
し

く
は
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
傷
病
年
金
の
支
給
の
決
定
に
係
る
届
出
の
受
理
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に

つ
い
て
の
審
査

第
一
条
中
第
六
十
七
項
を
第
七
十
六
項
と
し
、
第
五
十
一
項
か
ら
第
六
十
六
項
ま
で
を
九
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条

第
五
十
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次

の
一
号
を
加
え
る
。

一

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
に
よ
る
加
入
者
（
同
法
第
二
十
五
条
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
附
則
第
十
二
条
第
三
項
の
特
例
退
職
加
入
者
を
含
む
。）

若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
に
係
る
申
請
等
（
申
請
、
届
出
又
は
申
出
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の

受
理
、
そ
の
申
請
等
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
等
に
対
す
る
応
答

第
一
条
中
第
四
十
五
項
を
第
四
十
八
項
と
し
、
第
四
十
四
項
を
第
四
十
七
項
と
し
、
第
四
十
三
項
を
第
四
十
四
項
と

し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

45

法
別
表
第
一
の
四
十
一
の
三
の
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

国
税
収
納
金
整
理
資
金
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
国
税
等
（
同
法
第
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
国
税
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
調
査
決
定
、
納
入
の
告
知
、
資
金
徴
収

簿
の
登
記
そ
の
他
の
国
税
等
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
の
対
象
と
な
る
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所

の
変
更
の
事
実
の
確
認

二

国
税
収
納
金
整
理
資
金
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
国
税
等
の
収
納
金
の
領
収
、
収
納
金
の
払
込
み
そ
の
他
の
国
税

等
の
収
納
に
関
す
る
事
務
の
対
象
と
な
る
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認

三

国
税
収
納
金
整
理
資
金
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
国
税
等
の
支
払
の
決
定
、
支
払
命
令
、
資
金
支
払
簿
の
登
記
そ

の
他
の
国
税
等
の
債
権
者
へ
の
支
払
に
関
す
る
事
務
の
対
象
と
な
る
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所

の
変
更
の
事
実
の
確
認

46

法
別
表
第
一
の
四
十
一
の
四
の
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
に
よ
る
組
合
員
（
同
法
附
則
第
十
二
条
第

三
項
の
特
例
退
職
組
合
員
を
含
む
。）若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
に
係
る
申
請
等
（
申
請
、届
出
又
は
申
出
を
い
う
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
受
理
、
そ
の
申
請
等
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
等
に
対
す

る
応
答

二

給
付
の
請
求
の
受
理
、
そ
の
請
求
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
請
求
に
対
す
る
応
答

第
一
条
第
五
十
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
福
祉
事
業
（
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く
。）若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
福
祉
事
業
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は

そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

第
一
条
中
第
五
十
項
を
第
五
十
九
項
と
し
、
第
四
十
九
項
を
第
五
十
三
項
と
し
、同
項
の
次
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。

54

法
別
表
第
一
の
四
十
七
の
二
の
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
附
則
第
九
条
の
四
第
一
項
の
譲
渡
割
の
課
税
標
準
の
更

正
又
は
決
定
、
税
額
の
更
正
又
は
決
定
、
督
促
、
滞
納
処
分
そ
の
他
の
譲
渡
割
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
事
務
の
対

象
と
な
る
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認

二

地
方
税
法
附
則
第
九
条
の
四
第
一
項
の
譲
渡
割
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
調
査
（
犯
則
事
件
の
調
査
を
含
む
。）に

関
す
る
事
務
に
係
る
犯
則
嫌
疑
者
又
は
参
考
人
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認

55

法
別
表
第
一
の
四
十
七
の
三
の
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
奨
励
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
条
の
経
費
の
算
定
に
必
要
な
資
料
の
受
理
、
そ
の
資
料
に
係
る
事

実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
資
料
の
提
出
に
対
す
る
応
答
と
す
る
。

56

法
別
表
第
一
の
四
十
七
の
四
の
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
五
条
第
一
項
第
七
号
若
し
く
は
附
則
第
八
条
第
一
項
の
災
害
共

済
給
付
の
給
付
金
の
支
払
の
請
求
の
受
理
、
そ
の
請
求
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
請
求
に
対
す
る
応

答
と
す
る
。

57

法
別
表
第
一
の
四
十
七
の
五
の
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
学
資
金
の
貸

与
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

二

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
第
十
五
条
第
一
項
の
返
還
の
期
限
又
は
返
還
の
方
法
の
決
定
に
係
る
申

請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

三

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
第
十
五
条
第
二
項
の
返
還
の
期
限
の
猶
予
又
は
同
条
第
三
項
の
返
還
の

免
除
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

四

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
第
十
七
条
の
学
資
金
の
回
収
に
関
す
る
届
出
の
受
理
、
そ
の
届
出
に
係

る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
届
出
に
対
す
る
応
答

五

学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
又
は
当
該
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
の
保
証
人
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し

く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認

58

法
別
表
第
一
の
四
十
七
の
六
の
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
四
条
の
就
学
支
援
金

の
受
給
資
格
の
認
定
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

二

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
の
収
入
の
状
況
の
届
出
の
受
理
、
そ
の
届
出
に
係

る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
届
出
に
対
す
る
応
答

第
一
条
中
第
四
十
八
項
を
第
五
十
二
項
と
し
、
第
四
十
七
項
を
第
五
十
一
項
と
し
、
第
四
十
六
項
を
第
四
十
九
項
と

し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

50

法
別
表
第
一
の
四
十
四
の
二
の
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十

六
号
）
そ
の
他
の
国
税
（
同
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
国
税
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す

る
法
律
に
よ
る
国
税
の
納
付
義
務
の
確
定
、
納
税
の
猶
予
、
担
保
の
提
供
、
還
付
又
は
充
当
、
附
帯
税
（
同
条
第
四

号
に
規
定
す
る
附
帯
税
を
い
う
。）の
減
免
、
調
査
（
犯
則
事
件
の
調
査
を
含
む
。）、
不
服
審
査
そ
の
他
の
国
税
の
賦

課
又
は
徴
収
に
関
す
る
事
務
の
対
象
と
な
る
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認
と

す
る
。
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